
 

令和６年度 大学院工学研究科（博士後期課程）入学者選抜要項 

 

１ 入試等日程 

区   分 

夏入試 冬入試 

総合工学専攻（全分野） 総合工学専攻（全分野） 

一般選抜 

外国人留学生特別選抜 

社会人特別選抜 

一般選抜 

外国人留学生特別選抜 

社会人特別選抜 

 ① 願 書 受 付 期 間         5/26(金)～7/7(金) 12/15(金)～1/5(金) 

 出願資格審査申請期限 5/17(水) 11/17(金) 

 ② 選 抜 期 日         8/23(水) 1/22(月) 

 ③ 合 格 発 表         9/1(金) 2/13(火) 

 ④ 入 学 手 続 期 間         R6/3/18(月)～21(木) 

※ 年末年始（令和 5.12.29（金）～令和 6.1.3（水））、土曜、日曜及び祝日は受付を行わない。 

 

２ 入学者選抜要項等 

区 

分 
一 般 選 抜           外国人留学生特別選抜 社会人特別選抜 

募 

集 

人 

員 

 

総合工学専攻  １０名 

 

機械システム工学分野 

知能ロボット工学分野 

電子・情報工学分野 

環境・社会基盤工学分野 

生物・医薬品工学分野 

 

総合工学専攻  若干名 

 

機械システム工学分野 

知能ロボット工学分野 

電子・情報工学分野 

 環境・社会基盤工学分野 

生物・医薬品工学分野 

 

総合工学専攻  若干名 

 

機械システム工学分野 

知能ロボット工学分野 

電子・情報工学分野 

環境・社会基盤工学分野 

生物・医薬品工学分野 

 

出 

 

 

 

願 

 

 

 

資 

 

 

 

格 

  次のいずれかに該当する者 

  

 １ 修士の学位又は専門職学位（学

校教育法第 104 条第 1 項の規定に

基づき学位規則（昭和 28 年文部省

令第 9 号）第 5 条の 2 に規定する

専門職学位をいう。以下同じ。）を

有する者及び令和 6 年 3 月までに

取得見込みの者 

 

 ２ 外国において、修士の学位又は

専門職学位に相当する学位を授与

された者及び令和 6 年 3 月までに

授与される見込みの者 

 

 ３ 外国の学校が行う通信教育にお

ける授業科目を我が国において履

修し、修士の学位又は専門職学位

に相当する学位を授与された者及

び令和 6 年 3 月までに授与される

見込みの者 

 

 

 日本の国籍を有しないで、在留資

格が『留学』又は入学時に『留学』に

変更できる見込みのある者で、次の

いずれかに該当する者  

 

１ 修士の学位又は専門職学位（学

校教育法第 104 条第 1 項の規定に

基づき学位規則（昭和 28 年文部省

令第 9 号）第 5 条の 2 に規定する

専門職学位をいう。以下同じ。）を

有する者及び令和 6 年 3 月までに

取得見込みの者 

 

２ 外国において、修士の学位又は

専門職学位に相当する学位を授与

された者及び令和 6 年 3 月までに

授与される見込みの者 

 

３ 外国の学校が行う通信教育にお

ける授業科目を我が国において

履修し、修士の学位又は専門職学

位に相当する学位を授与された

者及び令和 6年 3月までに授与さ

れる見込みの者 

 教育研究機関、官公庁、企業等に在

職し、所属長（公務員は任命権者）

の受験許可を得た者で、かつ次のい

ずれかに該当し、入学時現在で２年

以上の専門的な実務経験（通算可）

を有する者 

 

１ 修士の学位又は専門職学位（学

校教育法第 104 条第 1 項の規定に

基づき学位規則（昭和 28 年文部省

令第 9 号）第 5 条の 2 に規定する

専門職学位をいう。以下同じ。）を

有する者及び現在社会人学生で令

和 6 年 3 月までに取得見込みの者 

 

２ 外国において修士の学位又は

専門職学位に相当する学位を授与

された者及び令和 6 年 3 月までに

授与される見込みの者 

 

 

 

 



 

区 

分 
一 般 選 抜           外国人留学生特別選抜 社会人特別選抜 

出 

 

 

 

願 

 

 

 

資 

 

 

 

格 

 

４ 我が国において、外国の大学院

の課程を有するものとして当該外

国の学校教育制度において位置付

けられた教育施設であって、文部

科学大臣が別に指定するものの当

該課程を修了し、修士の学位又は

専門職学位に相当する学位を授与

された者及び令和 6 年 3 月までに

授与される見込みの者 

 

５ 国際連合大学本部に関する国際

連合と日本国との間の協定の実施

に伴う特別措置法（昭和 51 年法律

第 72 号）第 1 条第 2 項に規定する

1972 年 12 月 11 日の国際連合総会

決議に基づき設立された国際連合

大学（以下「国際連合大学」とい

う。）の課程を修了し、修士の学位

に相当する学位を授与された者及

び令和 6 年 3 月までに授与される

見込みの者 

 

６ 外国の学校、出願資格４の指定

を受けた教育施設又は国際連合大

学の教育課程を履修し、大学院設

置基準第 16条の 2に規定する試験

及び審査に相当するものに合格

し、修士の学位を有する者と同等

以上の学力があると認められた者 

 

７ 文部科学大臣の指定した者 

   （平成元年文部省告示第 118 号） 

 

８ その他に、修士の学位又は専門

職学位を有する者と同等以上の学

力があると、本研究科において認

めた者で、令和 6 年 4 月 1 日まで

に 24 歳に達する者 

 

※ 出願資格６、７又は８により出

願を希望する者は、事前に出願資

格の審査を行う。 

 

 

 

４ 我が国において、外国の大学院

の課程を有するものとして当該外

国の学校教育制度において位置付

けられた教育施設であって、文部

科学大臣が別に指定するものの当

該課程を修了し、修士の学位又は

専門職学位に相当する学位を授与

された者及び令和 6 年 3 月までに

授与される見込みの者 

 

５ 国際連合大学本部に関する国際

連合と日本国との間の協定の実施

に伴う特別措置法（昭和 51 年法律

第 72 号）第 1 条第 2 項に規定する

1972 年 12 月 11 日の国際連合総会

決議に基づき設立された国際連合

大学（以下「国際連合大学」とい

う。）の課程を修了し、修士の学位

に相当する学位を授与された者及

び令和 6 年 3 月までに授与される

見込みの者 

 

６ 外国の学校、出願資格４の指定

を受けた教育施設又は国際連合大

学の教育課程を履修し、大学院設

置基準第 16条の 2に規定する試験

及び審査に相当するものに合格

し、修士の学位を有する者と同等

以上の学力があると認められた者 

 

７ 文部科学大臣の指定した者 

   （平成元年文部省告示第 118 号） 

 

８ その他に、修士の学位又は専門

職学位を有する者と同等以上の学

力があると、本研究科において認

めた者で、令和 6 年 4 月 1 日まで

に 24 歳に達する者 

 

※ 出願を希望する者は、出願に先

立ち富山県立大学事務局教務課

学生募集係へ問い合わせること。 

 

※ 出願資格６、７又は８により出

願を希望する者は、事前に出願資

格の審査を行う。 

 

３ 外国の学校が行う通信教育に

おける授業科目を我が国において

履修し、修士の学位又は専門職学

位に相当する学位を授与された者

及び令和 6 年 3 月までに授与され

る見込みの者 

 

４ 我が国において、外国の大学院

の課程を有するものとして当該外

国の学校教育制度において位置付

けられた教育施設であって、文部

科学大臣が別に指定するものの当

該課程を修了し、修士の学位又は

専門職学位に相当する学位を授与

された者及び令和 6 年 3 月までに

授与される見込みの者 

 

５ 国際連合大学本部に関する国際

連合と日本国との間の協定の実施

に伴う特別措置法（昭和 51 年法律

第 72 号）第 1 条第 2 項に規定する

1972 年 12 月 11 日の国際連合総会

決議に基づき設立された国際連合

大学（以下「国際連合大学」とい

う。）の課程を修了し、修士の学位

に相当する学位を授与された者及

び令和 6 年 3 月までに授与される

見込みの者 

 

６ 外国の学校、出願資格４の指定

を受けた教育施設又は国際連合大

学の教育課程を履修し、大学院設

置基準第 16条の 2に規定する試験

及び審査に相当するものに合格

し、修士の学位を有する者と同等

以上の学力があると認められた者 

 

７ 文部科学大臣の指定した者 

   （平成元年文部省告示第 118 号） 

 

８ その他に、修士の学位又は専門

職学位を有する者と同等以上の学

力があると、本研究科において認

めた者で、令和 6 年 4 月 1 日まで

に 24 歳に達する者 

 

※ 出願を希望する者は、出願に先

立ち富山県立大学事務局教務課学

生募集係へ問い合わせること。 

 

※ 出願資格６、７又は８により出

願を希望する者は、事前に出願資

格の審査を行う。 

 

  



総合工学専攻 
（機械システム工学分野、知能ロボット工学分野、電子・情報工学分野、環境・社会
基盤工学分野） 

【夏入試／冬入試】 

区 

分 
一 般 選 抜           外国人留学生特別選抜 社会人特別選抜 

選 

抜 

方 

法 

  

 口述試験の結果並びに成績証明書

の内容等を総合判断して行う。 

 

夏入試 ＜8 月 23 日(水)＞ 

口述試験 13：15～ 

・修士論文等の概要及び研究計画

書に基づいて行う。 

・出願した分野に関連した質問を

行う。 

 

冬入試 ＜1 月 22 日(月)＞ 

口述試験 15：00～ 

・修士論文等の概要及び研究計画

書に基づいて行う。 

・出願した分野に関連した質問を

行う。  

 

  

口述試験の結果並びに成績証明

書の内容等を総合判断して行う。 

 

夏入試 ＜8 月 23 日(水)＞ 

口述試験 13：15～  

・修士論文等の概要及び研究計画

書に基づいて行う。 

・出願した分野に関連した質問を

行う。 

 

冬入試 ＜1 月 22 日(月)＞ 

口述試験 15：00～  

・修士論文等の概要及び研究計画

書に基づいて行う。 

・出願した分野に関連した質問を

行う。 

  

口述試験の結果並びに成績証明

書の内容等を総合判断して行う。 

 

夏入試 ＜8 月 23 日(水)＞ 

口述試験 13：15～ 

・修士論文等の概要、研究計画書

及び業績調書に基づいて行う。 

・出願した分野に関連した質問を

行う。 

 

冬入試 ＜1 月 22 日(月)＞ 

口述試験 15：00～ 

・修士論文等の概要、研究計画書

及び業績調書に基づいて行う。 

・出願した分野に関連した質問を

行う。 

   

 

 

総合工学専攻（生物・医薬品工学分野） 

【夏入試／冬入試】 

区 

分 
一 般 選 抜           外国人留学生特別選抜 社会人特別選抜 

選 
抜 

方 

法 

  

 事前提出の小論文、修士論文の概

要、TOEIC／TOEFL スコア、面接（口述

試験を含む。）の結果並びに成績証明

書の内容等を総合判断して行う。 

 

夏入試 ＜8 月 23 日(水)＞ 

面接（口述試験を含む。）13：15～ 

主に提出された小論文、修士論文

の概要及び成績証明書等に基づい

て行う。また、生物・医薬品工学分

野に関連した質問を行う。 

 

冬入試 ＜1 月 22 日(月)＞ 

面接（口述試験を含む。）15：00～ 

主に提出された小論文、修士論文

の概要及び成績証明書等に基づい

て行う。また、生物・医薬品工学分

野に関連した質問を行う。 

 

  

 事前提出の小論文、修士論文の概

要、TOEIC／TOEFL スコア、面接（口

述試験を含む。）の結果並びに成績

証明書の内容等を総合判断して行

う。 

 

夏入試 ＜8 月 23 日(水)＞ 

面接（口述試験を含む。）13：15～ 

主に提出された小論文、修士論

文の概要及び成績証明書等に基

づいて行う。また、生物・医薬品

工学分野に関連した質問を行う。 

 

冬入試 ＜1 月 22 日(月)＞ 

面接（口述試験を含む。）15：00～ 

主に提出された小論文、修士論

文の概要及び成績証明書等に基

づいて行う。また、生物・医薬品

工学分野に関連した質問を行う。 

 

  

 事前提出の小論文、修士論文の概

要、TOEIC／TOEFL スコア、面接（口

述試験を含む。）の結果並びに成績証

明書の内容等を総合判断して行う。 

 

夏入試 ＜8 月 23 日(水)＞ 

面接（口述試験を含む。）13：15～ 

主に提出された小論文、修士論

文の概要、成績証明書及び業績調

書等に基づいて行う。また、生物・

医薬品工学分野に関連した質問

を行う。 

 

冬入試 ＜1 月 22 日(月)＞ 

面接（口述試験を含む。）15：00～ 

主に提出された小論文、修士論

文の概要、成績証明書及び業績調

書等に基づいて行う。また、生物・

医薬品工学分野に関連した質問

を行う。 

 

※ TOEIC／TOEFL について 
本学の入学者選抜に係る出願期限から過去 3 年以内に受験した TOEIC L＆R（公開テスト）又は TOEFL（iBT）の成績を証

明する書類（TOEIC は Official Score Certificate、TOEFLは Test Taker Score Report）の原本を出願時に提出すること。 
なお、TOEIC L＆R（公開テスト）及び TOEFL（iBT）は実施日及び実施会場が限られているため、各試験の結果が送られる

までの日数も考慮のうえ、出願時期までに余裕をもって受験しておくこと。 

 
 


